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■研究の目的
　地域の特性を活かした景観形成を伸長する基準づくりを可能にするために、景観地区の
現行の色彩規制基準の問題点を明らかにし、景観色彩地域特性を把握するための調査・分
析手法の構築を目的としています。

■研究の独自性
　現行の景観色彩の規制基準の類似の度合いを定量的に分析していること。また、色彩把
握のための調査・分析手法においては、建物の陰影や遠近感などを含めた「眺め」として
の視覚映像そのものを分析対象としていること。さらに、それらの分析結果を可視化し、
直感的に把握できる手法を提示していることは他に研究例がありません。

■景観地区における色彩規制基準の比較検討
　基準の多くはマンセル表色系を用いて表現されていますが、その表現方法は多様です。
本研究では２段階で表現の統一を行い、基準が許可している色相を比較できるようにしま
した。まず、基準が許可している色相を「0YR 〜 10YR」のような色相記号の領域に集
約しました。次に 2.5 および 7.5 の番号の色相が、許可している色相領域に含まれている
か否かを調べました。こうすることで、多様な表現で語られている基準を相互比較するこ
とが本研究によって初めて可能となったのです。
　また、いずれの基準においても、外壁や屋根の色彩の彩度の上限をどこまで許容するか
に重点が置かれており、そしてその上限値の定め方には類似性がみられ、特に歴史的環境
保全地区においては類似傾向が強いことが明らかになりました。
　数値データを伴う分析結果は、本研究によって初めて明らかになったものであり、今後
の条例研究に有用な比較手法を構築できました。

■景観色彩把握のための調査・分析手法の構築
　家庭用デジタルカメラを用いて景観画像の色彩を調査する手法と、その色彩分布の特徴
を把握する手法を構築しました。デジタルカメラを測色器の代用とする研究は、他の分野
でいくつか行われていますが、その精度に問題がありました。本研究で構築した手法は誤
差が非常に小さく、近年の他の研究結果と比較しても誤差を半分にまで抑えることに成功
しています。誤差を小さくすることができた理由として、２つ考えられます。まず、景観
写真の撮影条件を安定した照明状態を確保できる条件に統一したことです。
　誤差を小さくできたもうひとつの理由は、一般的な色票ではなく建築用色票を用いて色
空間変換を行ったことです。一般的には色補正には既成の補正用色票を用います。これは
カメラの色域全体をカバーするようにつくられていますが、色数は多くありません。本研
究で構築した手法では、建築物の色彩に特化した色票 460 色を用いました。特に必要と
する色域で数多くのサンプルを使って補正・変換を行ったため誤差を低減できたと考えら
れます。
　なお、デジタルカメラで撮影した景観画像の RGB 値は機器に依存した値です。また、
色彩分布の特徴を把握するには色空間が均等色空間でなければなりません。そこで景観画
像の RGB 値を L*a*b* 値に変換する作業が不可欠であり、その変換式は数多くの色票をデ
ジタルカメラで撮影して得た RGB 値と、同じ色票を測色計で測定して得た L*a*b* 値との
間で重回帰分析を行うことで得られることを示しました。
　得られた色彩データの分布の特徴を把握する手法として、k-means 法クラスター分析
や主成分分析が有効であることがわ
かりました。クラスター数の決定に
あたっては複数の街路を撮影した景
観画像で予備実験を行い、景観色彩
の特徴を表すのに適したクラスター
数が 30 であることを突き止めていま
す。さらに、２種類の分析結果を視
覚的に把握する方法として、クラス
ターの三次元表示や偏差十字体方法
を構築しました。
　これらの手法の構築により、景観
色彩の調査分析、可視化の一連のツー
ルを提供することができました。

色票デジタルカメラ 測色計

L*

a* b*

++

L*

a* b*

++

RGB

RGB

L*a*b*

L*a*b*

近似

変換

色彩規制基準策定資料

色彩特性を把握したい景観
分析

数値データ

RGB→L*a*b*変換式

01
23

45
67

89

N

2.
5R

7.
5R

2.
5Y

R

7.
5Y

R

2.
5Y

7.
5Y

2.
5G

Y

7.
5G

Y

2.
5G

7.
5G

2.
5B

G

7.
5B

G

2.
5B

7.
5B

2.
5P

B

7.
5P

B

2.
5P

7.
5P

2.
5R

P

7.
5R

P

01
.0

2.
03

.0

色相・明度別の彩度上限値の分布と平均

標準偏差

色相・明度別の彩度上限値の分布
明度別の彩度上限値の平均
色相別の彩度上限値の平均

全地区の標準偏差
歴史的環境保全地区のみの標準偏差

色相

基準が示す外壁色の色相番号別、明度別、彩度上限値 街路景観の色彩特性把握プロセス
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■実際の街路景観の調査・分析による構築手法の検証
　愛知県犬山市、岡山県高梁市、広島県福山市、尾道市の４地区５本の街路を対象として
景観の色彩を調査・分析し、手法の妥当性を検証しました。
　歴史的町並みである犬山大本町通り、犬山本町通り、吹屋ではクラスターの一つ一つの
大きさが小さく、低明度から高明度まで幅広く分布し、偏差十字体が L* 軸に沿った細長
い形状をしていることがわかりました。これは景観が陰影に富んでおり、特定の色に集中
しない微妙な色彩のバリエーションによって構成されていることを示しています。一方、
主として近代的な建築物で構成される福山春日通のクラスターは中明度無彩色のクラス
ターが支配的で、低明度のクラスターはほとんど認められませんでした。また、偏差十字
体は概ね短い形状ですが、景観画像によってその形状は大きく変化していました。これは、
福山春日通の景観が全体としては明度のバラツキの小さい中灰色の景観ですが、鮮やかな
看板や屋根などが点在していることを示しています。尾道海岸通りには古い建物と新しい
建物が混在していて、クラスターや偏差十字体も両者を合わせた形状をなしており、現実
の景観の特徴をとらえていました。このように、本研究の手法を用いると景観の色彩の特
徴を視覚的にかつ直感的に把握することが可能になります。

■規制基準と物体色の相違
　視感測色によって外壁や屋根の物体色を調査し、景観計画が策定されている犬山大本町
通りおよび本町通り、尾道海岸通りについては規制基準と実際の物体色の相違を検証しま
した。その結果、犬山においては景観にふさわしいとされている建築物の物体色は、基準
に収まっていることが確認されました。しかし、物体色には存在しない領域の色彩も基準
では広く認められており、歴史的町並み保全を目標とする上では基準が寛容すぎるのでは
ないかという懸念を抱きました。また、尾道海岸通りは既に古い建築物の立て替えが進ん
でいる地区であり、景観計画においても必ずしも保全を謳っているわけではありません。
基準策定の根拠として現存する建物の特徴を反映したとしていますが、現存する古い建築
物の物体色の中には基準から逸脱しているものもあり不透明な部分がありました。

■本研究の撮影実験値と物体色との比較
　撮影実験値は物体色ではないため数値そのものの比較には意味はありませんが、撮影実
験値から物体色への変換は将来の実用化には必要不可欠な課題です。福山春日通の実験結
果からは、物体色の彩度が高くても視距離が大きければ彩度が落ちる大気遠近法の効果が
表れていることや、「見た目」の面積が小さければ色彩分布に与える影響が小さいことな

どが確認できました。また、吹屋の事例からは、道路の幅員が狭いと沿道の建築物の「見
かけ」の外壁面積が小さくなり、物体色の彩度の高さの影響が低減されていることも明ら
かになりました。

■今後の課題と将来への展望
１） 撮影実験値を物体色に変換する手法を構築することが必要です。
２） 良好な色彩の範囲を見定めることができたとしても、全ての建築物が同一の色彩に

なったのでは、良好な景観であるとは言えません。「時間軸」の概念を導入し、街路
を移動する時間軸に沿った「眺め」の変化を捉える必要があります。

３） 地域特性の差異の有無を顕在化し、住民の景観に対する意識を高め、客観的データに
基づいた議論を深めるためにも、各自治体が地域固有の特性をどのようにしてとらえ
たかを明らかにしなければなりません。
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